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第 4 章　宮廷貴族社会の成立　3. 国風文化　（1）国風美術古代
鳥取県立公文書館新鳥取県史を活用したデジタル郷土学習教材《解説》《ご利用にあたって》

制作技法 分業 重量 大型仏の制作 耐久性

一木造

１本の木材から主要部を彫り
出す。 

（腕・足など、体の一部を別材
で継ぎ足す場合あり）

難 重い 材木の太さ・長
さに制約される

ひび割れしやすい 
（防止のため、背中をく

り抜く場合あり）

寄木造 各部分を複数の木材で別々に
分担して彫り、寄せ合わせる。 可能 軽い 可能 ひび割れしにくい 

（内側をくり抜くため）

〈一木造〉木造蔵王権現立像【その4】（三佛寺蔵）★ 〈寄木造〉蔵王権現立像【奥之院安置】（三佛寺蔵）★

・鳥取県立博物館『鳥取県の仏像調査報告書』（2004年）
・鳥取県立博物館『鳥取県の自然と歴史 4　三徳山とその周辺（改訂版）』（2005年）

★の写真は教育活動以外での無断利用や転載を禁止します。
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〈一木造と寄木造の特徴〉

解説

　平安時代中頃、釈
しゃ

迦
か

の死後 2000年が経過すると仏教の効力が無くな
り、悟りを得ることができなくなるという末

まっぽう

法思想が流行したため、死
後、極

ごくらく

楽浄
じょう

土
ど

に生まれ（往
おう

生
じょう

）、阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来の導きによって悟
さと

りを得よう
とする浄土教が、貴族をはじめ庶民のあいだにも広まった。
　往生することを願う貴族は、阿弥陀如来をはじめとする多くの仏像を
仏
ぶっ

師
し

に制作させようとしたが、こうした仏像の大量需要に、一本の木か
ら仏像の主要部を彫り出す技法である一木造では対応することは難し
かった。その中で生み出され、仏師・定

じょう

朝
ちょう

によって完成された制作技法
が寄木造である。
　寄木造は、彫刻をいくつかの部分に分けて分担して彫り、寄せ合わせ
てつくる技法で、作業の効率化や大型の仏像制作を可能とした。

　また、各部材の内側をくり抜くことで、軽量化、乾燥による干
ひ わ

割れの
減少を図ることができ、さらに玉

ぎょく

眼
がん

（頭部の内側から目の部分に水晶を
はめ込み、本物の眼のようにみせる技法）の使用や、仏像の胎内に経典
などを納めることもできるようになった。
　図は、三

み

徳
とくさん

山三
さんぶつ

佛寺
じ

（三
み

朝
ささ

町）所蔵で、投
なげいれ

入堂
どう

（国宝）の本尊であった 2 
体の木

もくぞう

造蔵
ざ

王
おう

権
ごんげん

現立
りゅう

像
ぞう

＊（いずれも国重要文化財）とその構造をあらわし
たものである。左の像は一木造によるもので、一材から彫り出した頭・
体・両足に、別材で制作した両腕を接

つ

いている。年
ねんりん

輪年
ねんだい

代測定＊によって、
台座に 1025年伐採の木材が用いられていることから、本像は 11世紀中
頃の制作と考えられる。寄木造の技法で制作された右の像は、内側をく
り抜いた複数の材を合わせて整形した頭部・体部に、別材で組み立てた
腕部・脚部を接いだものである。胎内には 1168（仁

にんあん

安3）年に仏師かうけ
い（康慶ヵ）が制作したと読み取れる古文書が納められていた。三佛寺に
は、この 2 体以外にも平安時代制作の多くの仏像が祀

まつ

られており、常時、
宝物館で拝観することができる。　　　　　　                                　　　　　　　

  （担当：石田敏紀）

＊蔵王権現　修
しゅげんどう

験道の本尊。役
えんのぎょうじゃ

行者が金
きん

峯
ぷ

山
せん

（奈良県）で修行中に現れたと伝えられる日本独自の神格で、釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

・千
せんじゅかんのん

手観音・弥
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勒
ろく

菩
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の合体したものとされる。　
＊年輪年代測定　年輪の幅が生育環境に応答することを利用し、その変動パターンを比較することで年代を

決定する方法。

https://www.pref.tottori.lg.jp/kobunsho/
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1251968/commentary.pdf
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1251968/beforeusing.pdf
https://www.pref.tottori.lg.jp/museum/
https://www.pref.tottori.lg.jp/museum/
https://www.mitokusan.jp/

